
＜学校教育の目指す子供像＞　
自ら考え判断し、 自ら行動できる子供 
～夢や希望を育む学校教育の推進～

＜生涯教育の目指す人間像＞　
学ぶ喜びを味わい　自己を磨き　豊かに生きようとする人

～生きがいと絆をつくる生涯学習の推進～

＜生涯学習機会・交流の場づくり＞

　小ホールでは絵本原画展、大ホールでは、「0才か
らの音楽会」を同時開催。公民館では、トールペイン
トの作成や、絵本の読み聞かせ、ニュースポーツ、上
毛かるた神経衰弱、顔出しパネルお披露目、特別展
ギャラリートーク、豆つかみゲームなど親も子どもと
一緒に体験でき楽しめるものを中心に実施し文化セン
ター全体を使ったイベントを開催しました。たくさん
の来場者がありガチャガチャ抽選会は特に人気でした。

＜子どもたちの平和の願いを夏の夜空へスカイランタンプロジェクト＞

　戦後80年・歴史資料館開館30周年事業としてガバメントクラウド
ファンディングという前例のない手法で目標額を上回る寄附を達成し
たスカイランタンプロジェクトを行いました。町内小中学校７校を訪
問し、玉村町遺族会の皆様に、戦時中の体験を小中学生に語っていた
だいたほか、戦争と平和パンフレット作成、戦争パネル展の実施、戦
争動画の作成、さらには玉村小での平和への願いを込めたスカイラン
タン打上げに至るまでの歴史学習が、単なるイベントにとどまらず、
未来に残しつながる事業として構築することができました。

＜子ども薬剤師体験教室の実施＞　

　日本調剤(株)協力による薬剤師体験講座を実施しまし
た。お菓子を薬に見立てて、実際に使っている道具を
使って重さや容量を正確に測り混ぜるなどの作業を行い
ました。処方箋を見ながら、①錠剤の用意、②軟膏の作
成（計量やケースに入れる）、③飲み薬の作成（計測と
混ぜ合わせ）を実施し、完成した各薬は、薬袋に入れて
各自持ち帰りしました。薬剤師さんの仕事、どのように
薬を作っているのかを実際に体験できました。

＜県立女子大生、中学ALTと連携したハロウィーン、イースター英語お話会＞

　県立女子大生、中学ALTはそれぞれに仮装してイベン
トを行いました。中学ALTは英語絵本の読み聞かせを行
いました。口元を広げ表現豊かに英語を発音し、リズ
ムよく読み聞かせを行い、県立女子大生はそれを日本
語に翻訳して、参加した幼児・児童も楽しく聞いてい
ました。読み聞かせの他、ゲームなどを行い、参加者
たちは英語や欧米の文化に興味を寄せていました。

＜玉村町スポーツフェスティバル＞

　令和7年10月12日(日)に玉村町スポーツフェスティバ
ルが開催されました。幅広い年齢層の多くの人々が楽し
く参加できるように、モルック・ラダーゲッター・ス
ナッグゴルフ等のニュースポーツコーナーを設けて、実
際に体験していただきました。また、協賛企業ブースや
キッチンカーも出店され、地域の方々を中心とした来場
者が途切れることなく訪れて、イベントは大盛況でした。

　

　子供たちが遊びや活動の中のコミュニケーションを通
して英語に親しむためのイベント「TAMAMURA English 
Camp」を開催しました。子供、エレンズバーグからの派
遣団員、高校生・大学生や教職員、地域ボランティアな
ど、様々な世代や立場の人々が関わり合いながら英語で
交流を行うことができました。

　各小中学校と玉村高校の代表者、計13名が子ども議会
議員となり、町の課題や総合計画を踏まえて質問や提案
をしました。「自分たちが暮らす玉村町をよりよくする
ためには？」「自分たちに協力できることはないか？」
といった視点からも真剣に考えることができました。玉
村町の未来を担う子供たちを育むよい機会となりました。 

　食の探検隊、学校、給食センターが協同で麦スト
ロー作りを行いました。子供たちが作った麦ストロー
は、給食センターで煮沸消毒を行い「学校給食ぐんま
の日」に給食で全小中学校に提供されました。麦秋の
郷である玉村町への郷土愛を育みSDGsに対する理解を
深めることにつながりました。

１学期

•年度始学校園訪問
•社会教育委員会、企画展

２学期
•教職員研修会、計画訪問
•特別展

３学期

•年度末学校園訪問、ミニ企
画展

•自己評価、外部評価、令和８
年度教育行政方針策定

＜多様な立場の人が関わる英語交流イベントの実施＞

＜栄養教諭等を活用した食育指導の充実＞

＜令和７年度　教育行政方針＞

　町内の全ての小学校体育館に空調設備を整備しまし
た。近年、夏季の酷暑等の環境下で体育等の授業の実
施が困難な状況でしたが、空調設備の整備により、児
童生徒と先生方がより安全で快適な学校生活を送るこ
とができます。

＜安全で快適な学校環境の実現＞

＜当事者意識を持って町の未来を考える子ども議会の実施＞

＜校内教育支援センター支援員の配置＞

　様々な要因により、教室に入ったり友達と一緒に授業
に参加したりすることが難しい子供たちが、社会的な自
立を目指して学び、成長できるよう支援しました。興味
や主体性を生かした支援を行うことで、子供たちが次第
に自信を付け、学びの場を広げていく姿が見られました。

＜「業務量管理・健康確保措置計画」＞の策定

　教職員が健康的に働ける環境をつくり、子供たちへの
教育の質を高められるように、令和11年度末までの具体
的な計画を策定しました。これに基づき、教職員の在校
時間やワークライフバランスの適正化を進めていきます。


